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下記のとおり共同研究課題の実施結果について報告します。 

 
記 

 
１．研究課題： 再生組織工学のための多階層細胞メカノバイオロジー研究 
 
２．ウイルス・再生医科学研究所共同研究者：安達泰治 
 
３．研究期間：２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日 
 
４．研究経過及び研究成果： 
細胞が力学環境に適応するうえで，細胞外から細胞内への接着分子複合体を介した力

の伝達は重要である．力が加わると新たに形成される複合体の形成初期において，複合

体とアクチンとの接続強化は，細胞内に外力を伝達するための鍵となる．この形成初期

において，細胞外から細胞内への力伝達を担うのは複合体の剛性であるため，複合体の

構造形成に伴う剛性の変化は複合体の成熟に寄与すると考えられる．本研究では、接着

タンパク質タリンは，複合体の形成初期においてその剛性を変化させる重要因子である

との仮説に基づき、接着分子複合体のナノスケールレベルにおける実験を行った。原子

間力顕微鏡（AFM）を用いて細胞上で複合体の剛性を測定した結果，その剛性は時間に

ともなって増加し，さらに，その増加にはタリンが重要な役割を果たしていることが示

された。これらの結果は，タリンが，力に応答して複合体とアクチン構造体との接続を

強化したために引き起こされたと考えられる．このメカノバイオロジー研究は、細胞足

場材料・構造を用いた再生組織工学の分野において、幹細胞が周囲の力場や剛性を感知

し、その情報を細胞内情報へと変換することで自らの分化状態や細胞挙動を制御する機

構の解明において、基礎的な知見を与えるものである。 
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